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としたものであり、また Rattus norvegics R. rattus alexandrinus，および R. rattus rattus 以外F
の鼠族における自然の鼠癒、ならびにその感染源についての知見を加えようとしたものである D
〔実験成績とその方法〕






















2. ハムスターでは、 21匹中 6 例の皮下織およびリンパ節に抗酸菌が見出され、とくに一般業者よ
り購入したものでは 6 匹中 5 例に検出された。次代マウスで菌の増殖を認めなかったが、培養で抗酸菌
1 株が分離された。
3. 北海道で捕獲した野鼠 5 種類(うち 1 種類はモグラに属する) 226 匹中、予備調査で剖検した
40匹に34例、本調査 186匹中42例に抗酸菌保育ネズミを見出した口培養にむいて 7 例から 8 株の抗酸















一考を要すると考えられる口この事実は、 1938年に西村が Rattus 属で明確にした鼠癒の概念に、新
らたな知見を加えたものであり、癒の感染源を追究する上にもひとつの重要な示唆を提示したもので
ある。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、健康な実験動物といえども抗酸菌が汚染し、とくにマウスおよび野鼠において鼠癒菌の
潜在する可能性が極めて強いという重要な事実をはじめて明らかにし、すべての抗酸菌とくに人癒菌
の動物実験に際しての厳重な注意を喚起すると同時に、一方、鼠癒の自然感染が Rattus 属に限られ、
しかも感染源は4寵病鼠との接触によるとされている従来の概念に新たな知見を加えたものであり、ま
た、癒の感染源を追究する上にも、ひとつの重要な示唆を提示した価値あるものと認める。
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